
  

 

 

 

「地域への愛着と誇り」                

             校長 山下 慎一 

 
 春の陽気から少しずつ夏の暑さへと季節の移り変わりを感じるようになりました。千歳市教育委員会では市内
中学校への普通教室冷房設置に向けて準備を進め、子どもたちの熱中症対策には万全を期す予定です。私が新卒
の頃には、扇風機ですらあまり必要性を感じなかったものですが、北海道の気候もずいぶんと変わりました。    
 
 今月初めに「小中合同校外清掃」を行いました。東千歳地区の「幌加環境保全会」と「東丘環境保全会」の皆
様にも一緒に参加いただき、幌加・協和・東丘・新川の 4つの地域に分かれて実施しました。子どもたちは道端
の雑草をかき分けて、少しでも地域に貢献しようと熱心にごみ拾いに取り組みました。また、保全会の方々から
道すがら畑の作物に関するお話もしていただき、子どもたちにとって貴重な時間となりました。 
 

子どもたちは中間テスト・市内中体連を終え、引き続き部活動や生徒会活動、各教科の学習に日々励んでいま
す。そうした中で、子どもたちに強く意識してほしいのは、この「地域への愛着と誇り」です。私たちの学校は、
豊かな自然に恵まれ、温かい地域の人々に支えられています。登下校中に目にする風景、地域の方々との交流、
そして何より、地域に根差した歴史や文化は、子どもたちの成長にとってかけがえのない財産です。地域行事へ
の参加やこうした清掃活動など、学校外での学びの機会を積極的に設けているのも、子どもたちがこの地域の素
晴らしさを肌で感じ、愛着と誇りを持ってほしいと願っているからです。 
 

これからの時代は気候以外にも様々なものが変化していきます。人口減少・少子高齢化に伴う社会のグローバ
ル化や生成ＡＩなどの急速なデジタル化などです。そうした時代を生きていく中で、地域への誇りは、自らのル
ーツを知り、自信を持って未来を切り拓く力となります。また、地域を愛する心は、やがて地域を支え、より良
い社会を築いていく原動力となります。今後も、地域と学校が一体となり、子どもたちが地域の一員として成長
し、社会を担う人材へと育っていくよう、教職員一同、力を尽くしてまいります。 

 ４月下旬のチーム決めから始まり、合同リレーや総練習を経て、６月２１日を迎えることになるのですが、

１週前くらいの天気予報では「雨」。ただ、児童生徒、そして地域の人たちの願いが届いたのか、砂ぼこりも舞

わず、熱中症の心配も少ないという最高のコンディションで小中合同大運動会を開催することができました。 

 競技中は、互いに負けまいと真剣な表情の中にも笑顔があふれ、見ている観客の目を楽しませていた一方

で、小学生への配慮が見られ、中学生らしさを存分に発揮していました。 

また、小学生と中学生が入り乱れての応援や、小中の枠

にとらわれない（さらに言えば、卒業生もたくさん来てく

れていました）やり取りが、そこかしこに見受けられ、「縦

のつながり」の強さを感じることができました。まさに、

スローガンの一致団結を有言実行してくれたと思います。 

 結果は紅組の勝利で第２６回東千歳地区小中合同大運動

会は幕を閉じました。ただ、先生方が「帰って行く生徒の

笑顔が輝いていた」と話すように、中学生はより大切な

「想い」を手にしたのだと思います。この場をお借りし

て、参加していただいたすべての方に感謝申し上げます。

本当にありがとうございました。 

第２６回東千歳地区小中合同大運動会 ～一致団結～ 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【おしらせ】 
 
来月より夏休みに入りますが、７月 24 日（木）

13:20 から授業参観（3 年生は進路説明会）と親子
レクがあります。年度始めの授業参観でも多くの保護
者の方に参加していただき、生徒もいつも以上に輝い
た表情で授業を受けていました。 
 保護者の皆様におかれましては、ご多忙とは思いま
すが、是非夏の暑さにも負けない生徒の授業風景を見
ていただき、そのあとの親子レクにも 
参加していただきたいと思います。 
 後日出欠のプリントを配布します。 

ふるっての参加お待ちしております。 


